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る 5。この阪喉会は技法伝達に特化したサポートを行っている SHG であることから、技法伝達を目
的とするサポートのエンパワメント効果をとらえることができると考えられる。
1　 本論文は、第 90 回日本社会学会大会（2017 年 11 月４日）におけるテーマセッション「障害の社会学⑵」に
おいて報告した「中途障がいをもつ高齢者たちの『生』――A 会における指導員を事例として」の内容に基
づいて、大幅に改訂したものである。
2　 例えば、有病高齢者については、「平成 25（2013）年における有訴者率（人口 1,000 人当たりの『ここ数日、
病気やけが等で自覚症状のある者（入院者を除く）』の数）は 466.1 と半数近くの人が何らかの自覚症状を訴
えている」（内閣府 2016: 19）。また、障害をもつ高齢者については、「身体障害者の割合を人口千人当たりの
人数で見ると 60 歳代後半で 58.3 人、70 歳以上では 94.9 人となって」おり、高齢になるほど割合が高くなっ
ていることから、今後も高齢の身体障害者が増加していくと予想されている（内閣府 2012: 20）。








































ある」（Gartner & Riessman 1977=1985: 116）という。そしてエンパワメントするには、「グルー
プは、メンバーに自分自身のもっている強さと力に気づかせ、自分の生活を自分でコントロールで






































































教室名 開催曜日 開催時間 指導員数
初心者ガイダンス（入会希望者） 月 11 時～ 12 時 20 分 １
肥後橋食道発声教室（初級、女性）月、水、金 11 時～ 12 時 20 分 ５～８
肥後橋食道発声教室（中上級） 月、水、金 13 時～ 14 時 20 分 ７～８
肥後橋笛式発声教室 火、木 14 時～ 15 時 ２～３
肥後橋電動式教室 火 12 時～ 13 時 ３～５
肥後橋シャント式発声教室 － 随時 －
阪大 * 食道発声教室 土 12 時～ 13 時
（１室で同
時に実施）
阪大 * 笛式発声教室 土 12 時～ 13 時
阪大 * 電動式教室 土 12 時～ 13 時






































































表 2　調査対象の指導員の概要（2016 年 12 月現在）





ア 男 81 1997 62 2000 64
イ 男 78 1991 53 1998 60
ウ 男 80 1989 53 1999 63
エ 男 72 2000 56 2004 60
オ 男 73 2003 59 2004 60
カ 女 79 1982 44 2000 63
キ 男 85 1999 68 2002 71
ク 男 73 2008 65 2010 67
ケ 男 87 1974 45 1991 62
コ 男 76 2008 68 2013 73
サ 男 76 2007 67 2009 69
シ 男 64 2009 57 2012 60
ス 男 66 2000 50 2006 56
セ 男 65 2004 53 2010 59
ソ 男 73 2001 57 2007 63
タ 男 77 2001 62 2003 64
チ 男 74 2005 63 2010 68
ツ 男 73 2004 60 2008 64
テ 男 69 2012 64 2015 67
ト 男 70 2009 63 2013 67
ナ 女 75 2008 66 2009 67
ニ 女 61 2009 53 2016 60
ヌ 男 71 2010 64 2014 68
ネ 男 69 2007 59 2014 67
ノ 男 72 1996 52 2000 56
ハ 男 91 1970 45 1987 62



































































































































































































































































































































































8　 内閣府は、2016 年に全国の 60 歳以上（2016 年１月１日現在）の男女（施設入所者は除く）を調査対象とす
る「高齢者の経済・生活環境に関する調査」を実施している。2015 年１月１日現在の住民基本台帳人口に基
づき地域区分と都市規模によって層化した２段無作為抽出によって 3000 人を抽出し（実際には、地震のため
熊本県と大分県の 80 人を除いた 2920 人が標本数）、主に「高齢者の経済生活」及び「高齢者の住宅と生活環境」




























































Denn is, C., 2003, “Peer Support within a Health Care Context: A Concept Analysis”, International Journal 
of Nursing Studies, 40(3): 321-332.














公益 財団法人阪喉会，2018，『ホームページ』（2018 年１月 16 日取得，http://www.hankoukai. jp/TOP.
html）．
厚生 労働省，2012, 『がん対策推進基本計画（第 2 期）＜平成 24 年 6 月＞』厚生労働省ホームページ，（2018
年６月 14 日取得 , www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/gan_keikaku02.pdf）．
三島 一郎，2007，「セルフヘルプ・グループ」日本コミュニティ心理学会編『コミュニティ心理学ハンドブッ
ク』東京大学出版会 : 218-235．
内閣 府，2012，『平成 24 年版　障害者白書』，内閣府ホームページ，（2018 年１月５日取得，http://www8.
cao.go.jp/shougai/whitepaper/ h24hakusho/zenbun/pdf/h1/2_1.pdf）．
内閣 府，2016，『平成 28 年版　高齢社会白書』，内閣府ホームページ，（2018 年１月５日取得，http://
www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2016/html/zenbun/s1_2_3.html）．
内閣 府政策統括官（共生社会政策担当），2017，『平成 28 年　高齢者の経済・生活環境に関する調査結果（全
体版）』，内閣府ホームページ，（2019 年 12 月 20 日取得，https://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h28/
sougou/zentai/index.html）．
岡原 正幸・立岩真也，1990，「自立の技法」安積純子・岡原正幸・尾中文哉・立岩真也，1990 ＝ 2012，『生
の技法［第３版］――家と施設を出て暮らす障害者の社会学』生活書院：232-257．
Rapp aport, J., 1981, ”In Praise of Paradox: A Social Policy of Empowerment Over Prevention,” American 
Journal of Community Psychology, 9(1): 1-25.
Solom on, P., 2004, “Peer Support/ Peer Provided Services: Underlying Process, Benefits, and Critical 
Ingredients,” Psychiatric Rehabilitation Journal, 27: 392-401.
横須 賀俊司，1999，「ピア・カウンセリングについて考える」北野誠一・石田易司・大熊由紀子・里見賢治
編『障害者の機会平等と自立生活――定藤丈弘　その福祉の世界』明石書店 : 174-189．

